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１

　

日
本
軍
の
戦
闘
機
が
墜
落
し
て
行
く
光
景
は
、
指
揮
官
機

の
コ
ク
ピ
ッ
ト
で
は
視
認
で
き
な
か
っ
た
。

　

最
後
尾
に
位
置
す
る
四
番
機
か
ら
の
報
告
で
、
そ
の
事
実

を
知
っ
た
だ
け
だ
。

「『
ク
ロ
ウ
４
』、
状
況
報し

ら

せ
」

　

ボ
ー
イ
ン
グ
Ｂ
29
〝
ス
ー
パ
ー
・
フ
ォ
ー
ト
レ
ス
〞
―

大
型
機
製
造
の
名
門
ボ
ー
イ
ン
グ
社
が
開
発
し
た
、
四
発
重

爆
撃
機
の
増
加
試
作
機
四
機
を
束た

ば

ね
る
ジ
ュ
リ
ア
ン
・
カ
ー

タ
ー
中
佐
は
、
四
番
機
に
命
じ
た
。

　

従
来
の
主
力
重
爆
撃
機
ボ
ー
イ
ン
グ
Ｂ
17
〝
フ
ラ
イ
ン

グ
・
フ
ォ
ー
ト
レ
ス
〞、
コ
ン
ソ
リ
デ
ー
テ
ッ
ド
Ｂ
24
〝
リ

ベ
レ
ー
タ
ー
〞
を
、
あ
ら
ゆ
る
性
能
で
上
回
る
機
体
だ
が
、

敵
戦
闘
機
と
交
戦
し
て
、
無
傷
で
済
む
と
は
考
え
て
い
な
い
。

　

相
手
は
飛ジ

ャ
ッ
ク電
の
改
良
型
―
高
高
度
で
の
戦
闘
に
対
応
で

き
る
よ
う
、
排
気
タ
ー
ビ
ン
過
給
機
を
搭
載
し
、
こ
れ
ま
で

に
多
数
の
Ｂ
17
を
墜お

と
し
て
来
た
機
体
な
の
だ
。

「『
ク
ロ
ウ
４
』
よ
り
『
ク
ロ
ウ
１
』。
胴
体
及
び
二
番
エ
ン

ジ
ン
に
被
弾
。
エ
ン
ジ
ン
の
火
災
は
消
火
完
了
。
飛
行
に
支

障
あ
り
ま
せ
ん
」

　

四
番
機
の
機
長
マ
イ
ヤ
ー
・
ス
ト
ッ
ク
ウ
ェ
ル
大
尉
が
報

告
し
た
。

　

編
隊
の
殿し

ん

軍が
り

で
、
八
機
も
の
敵
戦
闘
機
に
集
中
攻
撃
を
受

け
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
声
は
落
ち
着
い
て
い
る
。

　

こ
の
最
新
鋭
機
が
、
墜
と
さ
れ
る
は
ず
が
な
い
―
そ
ん

な
自
信
を
感
じ
さ
せ
た
。

「
他
の
ジ
ャ
ッ
ク
は
ど
う
だ
？
」

「
追
撃
し
て
来
ま
す
が
、
射
程
外
で
す
」

「
了
解
」

　

カ
ー
タ
ー
は
、
ご
く
短
く
返
答
し
た
。

　

改
良
型
の
ジ
ャ
ッ
ク
も
、
高
度
が
二
万
六
〇
〇
〇
フ
ィ
ー

ト
を
越
え
れ
ば
、
上
昇
性
能
は
大
き
く
低
下
す
る
。
彼
ら
が

再
び
接
近
し
て
来
る
ま
で
、
数
分
の
余
裕
が
あ
る
。

「
地
上
に
発
射
炎
を
確
認
！
」
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機
首
の
爆
撃
手
席
に
座
る
ア
ラ
ン
・
ニ
コ
ル
中
尉
が
報
告

し
た
。

　

小
隊
が
硫い

黄お
う

島と
う

上
空
に
進
入
し
た
と
こ
ろ
で
、
敵
弾
が
炸さ

く

裂れ
つ

し
始
め
た
。

　

空
中
に
多
数
の
閃
光
が
走
り
、
黒
い
爆
煙
が
湧わ

き
出
す
。

煙
は
黒
雲
の
よ
う
に
立
ち
こ
め
、
硫
黄
島
の
姿
を
覆お

お

い
隠か

く

さ

ん
ば
か
り
だ
。

「
無む

駄だ

だ
、
ジ
ャ
ッ
プ
」

　

カ
ー
タ
ー
の
唇

く
ち
び
るが
、
嘲

ち
ょ
う

笑し
ょ
うの
形
に
歪ゆ

が

ん
だ
。

　

対
空
砲
火
は
、
何
ほ
ど
の
脅

き
ょ
う

威い

に
も
な
ら
な
い
。
炸
裂

し
て
い
る
高
度
は
、
Ｂ
29
か
ら
一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
も

下
だ
。

　

飛
び
散
る
弾
片
が
機
体
を
傷
つ
け
る
こ
と
も
な
け
れ
ば
、

全
長
三
〇
・
二
メ
ー
ト
ル
、
全
幅
四
三
・
一
メ
ー
ト
ル
の
巨

体
が
、
爆
風
に
煽あ

お

ら
れ
る
こ
と
も
な
い
。

　

日
本
軍
の
対
空
砲
に
は
、
現
在
の
飛
行
高
度
三
万
フ
ィ
ー

ト
ま
で
砲
弾
を
届
か
せ
る
力
は
な
い
の
だ
。

　

爆
煙
を
下
方
に
眺な

が

め
な
が
ら
、
銀
色
に
照
り
輝
く
ジ
ュ
ラ

ル
ミ
ン
の
巨
鳥
は
、
悠ゆ

う

々ゆ
う

と
硫
黄
島
上
空
を
通
過
し
て
行
く
。

　

米
日
開
戦
以
来
、
一い

っ

貫か
ん

し
て
日
本
軍
の
強
力
な
航
空
要よ

う

塞さ
い

で
あ
り
続
け
た
地
だ
が
、
さ
ほ
ど
大
き
な
島
で
は
な
い
。

　

一
分
と
か
か
ら
ず
に
島
の
上
空
を
通
過
し
、
北
方
海
上
へ

と
抜
け
る
。

「『
ク
ロ
ウ
１
』
よ
り
全
機
へ
。
復
路
に
て
投
弾
す
る
。
全

機
左
反
転
。
針
路
一
八
〇
度
」

　

硫
黄
島
か
ら
少
し
距
離
を
置
い
た
と
こ
ろ
で
、
カ
ー
タ
ー

は
下か

令れ
い

し
た
。

　

操
縦
士
の
グ
レ
ッ
グ・
ト
ム
ソ
ン
大
尉
が
ス
テ
ア
リ
ン
グ・

ホ
イ
ー
ル
を
左
に
回
し
、
機
体
が
傾
斜
す
る
。

　

反
転
を
終
え
た
と
き
に
は
、
た
っ
た
今
通
過
し
た
硫
黄
島

が
、
指
揮
官
機
の
正
面
下
方
に
見
え
て
い
る
。

「
前
下
方
よ
り
ジ
ャ
ッ
ク
！
」

　

ニ
コ
ル
が
注
意
を
喚か

ん

起き

し
た
。

　

ジ
ャ
ッ
ク
が
、
突
き
上
げ
る
よ
う
に
向
か
っ
て
来
る
。
上

昇
速
度
は
鈍に

ぶ

い
が
、
彼ひ

我が

の
距
離
は
詰
ま
っ
て
い
る
。

　

カ
ー
タ
ー
の
一
番
機
が
、
真
っ
先
に
銃
撃
を
開
始
し
た
。
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連
射
音
が
伝
わ
り
、
機
首
下
面
か
ら
二
条
の
火か

箭せ
ん

が
噴
き

延
び
た
。

　

後
続
す
る
二
、
三
、
四
番
機
も
、
指
揮
官
機
に
倣な

ら

う
。

　

一
機
当
た
り
二
条
、
四
機
合
計
八
条
の
火
箭
が
、
前
下
方

か
ら
突
っ
込
ん
で
来
る
ジ
ャ
ッ
ク
に
殺さ

っ

到と
う

す
る
。

　

ジ
ャ
ッ
ク
が
左
右
に
分
か
れ
た
。

　

カ
ー
タ
ー
機
の
機
銃
座
が
敵
の
動
き
に
追つ

い

随ず
い

し
、
左
に
旋

回
し
た
。
一
二
・
七
ミ
リ
弾
の
火
箭
が
青
白
い
鞭む

ち

の
よ
う
に

し
な
い
、
ジ
ャ
ッ
ク
一
機
を
捉と

ら

え
た
よ
う
に
見
え
た
。

　

ジ
ャ
ッ
ク
は
機
体
を
翻

ひ
る
が
え
し
、
降
下
に
転
じ
る
。
火
も
、

煙
も
噴
い
て
い
な
い
。

　

カ
ー
タ
ー
の
目
に
は
、
ジ
ャ
ッ
ク
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
怖お

そ

れ

を
な
し
て
、
逃
げ
出
し
た
よ
う
に
見
え
た
。

「
正
面
に
硫イ

黄オ
ウ

島ジ
マ

」

「『
ク
ロ
ウ
１
』
よ
り
全
機
へ
。
目
標
『
コ
コ
ナ
ッ
ツ
』。
投

弾
用
意
！
」

　

ニ
コ
ル
の
報
告
を
受
け
、
カ
ー
タ
ー
は
全
機
に
命
じ
た
。

「
爆ボ

ム
・
ベ
イ
・
オ
ー
プ
ン

弾
槽
開
き
ま
す
」

　

ニ
コ
ル
が
報
告
を
送
り
、
カ
ー
タ
ー
機
の
速
力
が
僅わ

ず

か
に

低
下
す
る
。
爆
弾
槽
の
扉
が
開
か
れ
、
空
気
抵
抗
が
増
大
し

た
た
め
だ
。

「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
ア
ラ
ン
に
渡
し
ま
す
」

　

ト
ム
ソ
ン
が
、
新
た
な
報
告
を
上
げ
た
。

　

ノ
ル
デ
ン
照

し
ょ
う

準じ
ゅ
ん

器き

を
用
い
た
爆
撃
を
実
施
す
る
た
め
、

投
弾
完
了
ま
で
、
操
縦
を
爆
撃
手
に
委ゆ

だ

ね
る
の
だ
。

　

地
上
に
再
び
、
多
数
の
発
射
炎
が
閃ひ

ら
めい
た
が
、
敵
弾
は
Ｂ

29
ま
で
届
か
な
い
。
何
十
発
、
何
百
発
を
発
射
し
よ
う
が
、

弾
片
を
ば
ら
撒ま

く
だ
け
だ
。

「
投ド

ロ
ッ
プ下
！
」

　

爆
撃
手
席
か
ら
、
ニ
コ
ル
の
叫
び
声
が
届
い
た
。

　

機
体
が
微か

す

か
に
、
上
下
に
揺ゆ

れ
始
め
た
。

　

一
二
発
の
一
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
爆
弾
が
、
硫
黄
島
の
中
央
に

設
け
ら
れ
て
い
る
日
本
軍
の
飛
行
場
―
第２

０

Ａ

Ｆ

二
〇
航
空
軍
の

呼
称
「
コ
コ
ナ
ッ
ツ
」
目
が
け
て
、
毎
秒
一
発
の
間
隔
で
落

下
し
始
め
た
の
だ
。

「
二
番
機
、
投
弾
。
三
、
四
番
機
、
投
弾
」
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尾
部
銃
座
を
担
当
す
る
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
コ
ク
ラ
ン
曹
長

が
、
イ
ン
タ
ー
カ
ム
を
通
じ
て
報
告
す
る
。

　

全
機
が
投
弾
を
完
了
す
る
ま
で
、
一
分
と
か
か
ら
な
い
。

　

カ
ー
タ
ー
機
が
投
下
を
開
始
し
て
か
ら
五
〇
秒
後
に
は
、

「『
ク
ロ
ウ
４
』
よ
り
『
ク
ロ
ウ
１
』。
我ワ

レ

、
投
弾
完
了
」

　

の
報
告
が
届
く
。

　

Ｂ
29
最
初
の
攻
撃
は
、
短
時
間
で
終
わ
っ
た
の
だ
。

　

一
分
余
り
が
経
過
し
た
と
き
、

「『
コ
コ
ナ
ッ
ツ
』
へ
の
命
中
六
発
を
確
認
。『
マ
ン
ゴ
ー
』

に
二
発
、『
パ
パ
イ
ヤ
』
に
三
発
が
命
中
し
た
模
様
」

　

ニ
コ
ル
が
報
告
を
上
げ
た
。

　

Ｂ
29
四
機
が
投
下
し
た
一
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
爆
弾
四
八
発
の

う
ち
八
分
の
一
、
一
二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
目
標
に
着
弾
し

た
の
だ
。

　

本
来
の
攻
撃
目
標
で
は
な
か
っ
た
が
、
コ
ー
ド
名
「
マ
ン

ゴ
ー
」
こ
と
北
部
の
飛
行
場
と
「
パ
パ
イ
ヤ
」
こ
と
南
部
の

飛
行
場
に
落
下
し
た
も
の
を
戦
果
に
含
め
る
な
ら
、
二
三
パ

ー
セ
ン
ト
が
有
効
弾
と
な
っ
た
計
算
だ
。

　

四
発
の
重
爆
撃
機
に
よ
る
水
平
爆
撃
は
、
も
と
も
と
命
中

率
が
良
好
と
は
言い

い
難が

た

い
。
し
か
も
、
三
万
フ
ィ
ー
ト
と
い

う
高
高
度
か
ら
の
投
弾
だ
。

　

命
中
率
が
二
三
パ
ー
セ
ン
ト
な
ら
、
好
成
績
と
言
え
る
。

　

カ
ー
タ
ー
が
口
元
に
笑え

み
を
浮
か
べ
た
と
き
、

「『
ク
ロ
ウ
４
』
よ
り
『
ク
ロ
ウ
１
』。
ジ
ャ
ッ
ク
、
追
っ
て

来
ま
す
！
」

　

ス
ト
ッ
ク
ウ
ェ
ル
が
、
新
た
な
報
告
を
上
げ
た
。

「『
ク
ロ
ウ
３
』、『
ク
ロ
ウ
４
』
を
援え

ん

護ご

せ
よ
」

「『
ク
ロ
ウ
３
』
了
解
。『
ク
ロ
ウ
４
』
を
援
護
し
ま
す
」

　

カ
ー
タ
ー
の
命
令
を
受
け
、
三
番
機
の
機
長
サ
イ
モ
ン
・

ミ
ル
ナ
ー
少
佐
が
即そ

く

座ざ

に
応
答
し
た
。

「
奴
ら
も
必
死
だ
な
」

　

カ
ー
タ
ー
は
、
唇
の
端
を
吊
り
上
げ
て
呟つ

ぶ
やい
た
。

　

硫
黄
島
を
爆
撃
し
た
四
機
が
、
Ｂ
17
よ
り
も
遥は

る

か
に
強
力

な
新
型
機
で
あ
る
こ
と
は
、
彼
ら
も
認
識
し
た
は
ず
だ
。

　

一
機
だ
け
で
も
撃
墜
し
、
Ｂ
29
に
勝
て
る
こ
と
を
実
証
し

た
い
の
だ
ろ
う
。
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四
機
の
Ｂ
29
は
高
度
を
保
ち
、
緊き

ん

密み
つ

な
編
隊
形
を
組
ん
だ

ま
ま
飛
行
を
続
け
る
。

「
三
番
機
、
四
番
機
、
射
撃
開
始
！
」

「
ジ
ャ
ッ
ク
三
機
、
本
機
に
向
か
っ
て
来
ま
す
！
」

　

コ
ク
ラ
ン
が
、
二
つ
の
報
告
を
続
け
ざ
ま
に
上
げ
る
。

　

コ
ク
ピ
ッ
ト
の
後
方
か
ら
、
連
射
音
が
届
く
。

　

尾
部
と
後
部
下
方
、
二
基
の
機
銃
座
が
、
追
い
す
が
る
ジ

ャ
ッ
ク
目
が
け
て
射
撃
を
開
始
し
た
の
だ
。

　

小
隊
二
番
機
も
、
尾
部
か
ら
火
箭
を
飛
ば
し
て
い
る
。

　

四
機
の
巨
人
機
が
、
食
い
下
が
る
ジ
ャ
ッ
ク
に
一
二
・
七

ミ
リ
弾
を
浴
び
せ
つ
つ
、
硫
黄
島
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
ゆ
く
。

「
ジ
ャ
ッ
ク
反
転
！ 

離
脱
し
ま
す
！
」

「『
ク
ロ
ウ
３
』
よ
り
『
ク
ロ
ウ
１
』。
ジ
ャ
ッ
ク
反
転
。
追

撃
を
断
念
し
た
よ
う
で
す
」

　

コ
ク
ラ
ン
の
新
た
な
報
告
と
、
三
番
機
の
ミ
ル
ナ
ー
機
長

の
報
告
が
、
前
後
し
て
飛
び
込
ん
だ
。

「
オ
ー
ケ
イ
！
」

　

カ
ー
タ
ー
は
、
安あ

ん

堵ど

の
息
を
吐
き
出
し
な
が
ら
叫
ん
だ
。

　

ど
う
や
ら
、
危
険
は
去
っ
た
よ
う
だ
。

「『
ク
ロ
ウ
１
』
よ
り
各
機
。
状
況
報
せ
」

「『
ク
ロ
ウ
２
』
異
常
な
し
」

「『
ク
ロ
ウ
３
』、
ジ
ャ
ッ
ク
の
攻
撃
に
よ
り
機
銃
座
一
基
を

損
傷
し
ま
し
た
が
、
飛
行
に
は
支
障
あ
り
ま
せ
ん
」

「『
ク
ロ
ウ
４
』、
新
た
な
被
弾
な
し
」

「『
ク
ロ
ウ
１
』
よ
り
全
機
へ
。
作
戦
終
了
。
グ
ア
ム
に
帰

還
す
る
」

（
我
が
隊
の
完か

ん

勝し
ょ
うだ
。
爆
撃
も
、
敵
戦
闘
機
と
の
空
戦
も
）

　

全
機
に
命
令
を
送
り
な
が
ら
、
カ
ー
タ
ー
は
喜
び
を
噛か

み

し
め
た
。

　

前
線
か
ら
長
く
待
ち
望
ま
れ
て
い
た
最
新
鋭
重
爆
撃
機
Ｂ

29
が
、
初
め
て
マ
リ
ア
ナ
諸
島
に
配
備
さ
れ
た
の
は
四
月
二

一
日
。
今
よ
り
三
週
間
前
だ
。

　

増
加
試
作
機
で
編
制
さ
れ
た
小
部
隊
に
よ
る
実
戦
テ
ス
ト

が
目
的
で
あ
り
、
結
果
は
機
体
の
改
良
や
、
量
産
機
で
編
制

さ
れ
た
正
規
の
爆
撃
飛
行
隊
に
反
映
さ
れ
る
。

　

貴
重
な
最
新
鋭
機
で
あ
る
た
め
、
部
隊
は
比
較
的
安
全
な
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グ
ア
ム
島
の
基
地
に
配
置
さ
れ
、
入

に
ゅ
う

念ね
ん

に
時
間
を
か
け
て

準
備
が
進
め
ら
れ
た
。

　

こ
の
日
―
現
地
時
間
の
一
九
四
四
年
五
月
一
二
日
、
Ｂ

29
が
初う

い

陣じ
ん

を
迎
え
た
。

「
四
機
だ
け
の
出
撃
は
危
険
過
ぎ
る
。
Ｂ
17
と
の
混
成
編
隊

で
出
撃
す
べ
き
で
は
な
い
か
」

　

20
Ａ
Ｆ
司
令
部
に
は
、
そ
ん
な
意
見
も
あ
っ
た
が
、
カ
ー

タ
ー
は
、

「
戦
略
航
空
軍
司
令
部
か
ら
は
、『
実
戦
テ
ス
ト
は
Ｂ
29
の

み
で
実
施
せ
よ
』
と
命
じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
」

　

と
言
い
張
り
、
四
機
の
最
新
鋭
機
を
率ひ

き

い
て
、
硫
黄
島
へ

と
飛
び
立
っ
た
。

「
四
機
だ
け
な
ら
、
日
本
軍
は
少
数
機
に
よ
る
偵
察
と
見
な

し
、
さ
ほ
ど
多
数
の
戦
闘
機
を
出
し
て
来
な
い
だ
ろ
う
」

　

カ
ー
タ
ー
は
、
敵
の
動
き
を
そ
の
よ
う
に
予
測
し
て
い
た

の
だ
。

　

推
測
通
り
、
硫
黄
島
の
日
本
軍
は
、
四
機
の
Ｂ
29
を
八
機

の
ジ
ャ
ッ
ク
で
迎
え
撃
っ
た
。

　

カ
ー
タ
ー
の
小
隊
は
、
ジ
ャ
ッ
ク
の
迎
撃
を
正
面
か
ら
突

破
し
、
硫
黄
島
へ
の
投
弾
に
成
功
し
た
。

　

撃
墜
機
数
は
、
不
確
実
な
も
の
を
含
め
て
三
機
。

　

Ｂ
29
は
二
機
が
損
傷
し
た
が
、
喪
失
機
は
な
い
。

　

護ご

衛え
い

戦
闘
機
が
一
機
も
付
い
て
い
な
い
爆
撃
機
だ
け
の
小

隊
が
、
自
隊
に
倍
す
る
敵
戦
闘
機
を
向
こ
う
に
回
し
、
撃
墜

三
機
、
被
撃
墜
機
な
し
と
い
う
戦
果
を
上
げ
、
爆
撃
任
務
を

成
功
さ
せ
た
の
だ
。

　

文
句
の
つ
け
よ
う
が
な
い
完
勝
と
言
え
る
。

　

合
衆
国
の
航
空
部
隊
、
特
に
陸
軍
戦
略
航
空
軍
は
、

「
戦
闘
機
の
護
衛
な
し
で
任
務
を
遂す

い

行こ
う

で
き
る
爆
撃
機
」

　

を
理
想
と
考
え
、
ボ
ー
イ
ン
グ
Ｂ
17
〝
フ
ラ
イ
ン
グ
・
フ

ォ
ー
ト
レ
ス
〞、
コ
ン
ソ
リ
デ
ー
テ
ッ
ド
Ｂ
24
〝
リ
ベ
レ
ー

タ
ー
〞
と
い
っ
た
機
体
を
開
発
し
て
来
た
。

　

そ
れ
ら
の
機
体
は
、
防
御
力
が
極
め
て
高
く
、
敵
戦
闘
機

に
対
し
て
充
分
な
自
衛
能
力
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
て
来
た
が
、

現
実
は
理
想
通
り
に
は
行
か
ず
、
多
数
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
太

平
洋
で
失
わ
れ
た
。
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Ｂ
29
は
、
そ
の
思
想
の
延
長
線
上
に
誕
生
し
、
防
御
火
器
、

防
御
装
甲
共と

も

に
、
Ｂ
17
、
Ｂ
24
の
そ
れ
を
大
き
く
上
回
る
機

体
と
な
っ
た
。

　

そ
の
実
力
は
、
こ
の
日
実
証
さ
れ
た
。

　

戦
略
航
空
軍
は
、「
理
想
的
な
重
爆
撃
機
」
の
決
定
版
と

呼
ぶ
べ
き
機
体
を
手
に
入
れ
た
の
だ
。

　

八
月
に
は
、
Ｂ
29
の
量
産
機
で
編
制
さ
れ
た
正
規
の
爆
撃

飛
行
隊
が
マ
リ
ア
ナ
諸
島
に
展
開
し
始
め
る
。

　

そ
の
暁

あ
か
つ
きに
は
、
20
Ａ
Ｆ
は
硫
黄
島
の
基
地
な
ど
素
通
り

し
、
日
本
本
土
を
直
接
叩た

た

け
る
よ
う
に
な
る
。

　

銀
色
に
照
り
輝
く
Ｂ
29
の
大
編
隊
が
、
ト
ー
キ
ョ
ー
や
キ

ョ
ウ
ト
の
上
空
に
出
現
し
た
と
き
、
日
本
人
は
自み

ず
から
の
敗
北

を
悟さ

と

る
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
光
景
が
、
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
だ
っ
た
。

（
次
は
夜
だ
な
）

　

カ
ー
タ
ー
は
、
明
日
以
降
の
こ
と
を
考
え
始
め
て
い
る
。

　

テ
ス
ト
部
隊
の
任
務
は
、
今
回
だ
け
で
終
わ
る
わ
け
で
は

な
い
。
夜
間
爆
撃
の
テ
ス
ト
も
残
っ
て
い
る
。

　

夜
の
相
手
と
な
る
機
体
は
「
極テ

リ
ー光
」。

　

レ
ー
ダ
ー
を
装
備
し
、
火
力
も
大
き
い
強
敵
だ
。
今
回
、

ジ
ャ
ッ
ク
を
相
手
に
し
た
よ
う
に
は
い
か
な
い
。

　

日
本
本
土
の
上
空
を
、
Ｂ
29
の
大
編
隊
が
覆
う
ま
で
に
は
、

ま
だ
通
過
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
関
門
が
あ
っ
た
。

２

「
確
か
な
情
報
な
の
か
ね
？
」

　

連
合
艦
隊
司
令
長
官
日ひ

比び

野の

正ま
さ

治は
る

大
将
は
、
重お

も

苦く
る

し
い
声

で
参
謀
長
千せ

ん

田だ

貞さ
だ

敏と
し

少
将
に
聞
い
た
。

　

日
比
野
の
前
に
は
、
報
告
電
の
綴つ

づ

り
が
置
か
れ
て
い
る
。

　

第
一
一
航
空
艦
隊
司
令
部
が
、
硫
黄
島
に
来
襲
し
た
四
機

の
敵
重
爆
に
つ
い
て
報
告
し
た
も
の
だ
。

　

通
常
で
あ
れ
ば
、
た
か
だ
か
四
機
程
度
の
敵
機
の
来
襲
が
、

緊
急
信
扱
い
で
報
告
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

　

一
一
航
艦
司
令
部
が
、
敢あ

え
て
異
例
の
措そ

置ち

を
採
っ
た
の

は
、
来
襲
し
た
敵
機
が
、
か
ね
て
か
ら
警
戒
さ
れ
て
い
た
敵
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の
新
型
重
爆
撃
機
と
判
断
さ
れ
た
た
め
だ
っ
た
。

「
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
」

　

千
田
は
、
声
を
落
ち
着
か
せ
よ
う
と
努
め
な
が
ら
答
え
た
。

「
一
一
航
艦
の
報
告
電
は
、
敵
機
が
高
度
九キ

ュ
ウ

五ゴ

（
九
五
〇

〇
メ
ー
ト
ル
）
以
上
で
硫
黄
島
上
空
を
通
過
し
た
こ
と
、
敵

機
の
最
大
時
速
は
五
〇
〇
キ
ロ
以
上
と
見み

積つ

も
ら
れ
る
こ
と

を
伝
え
て
い
ま
す
。
従
来
の
敵
重
爆
に
、
こ
の
よ
う
な
飛
行

性
能
は
あ
り
ま
せ
ん
。
硫
黄
島
を
襲
っ
た
敵
機
は
、
Ｂ
29
で

あ
る
と
断
言
し
ま
す
」

「
貴
官
も
、
軍
令
部
も
、
Ｂ
29
の
登
場
は
本
年
八
月
以
降
と

言
っ
て
い
た
で
は
な
い
か
」

　

日
比
野
は
、
詰き

つ

問も
ん

す
る
よ
う
な
口
調
で
言
っ
た
。

　

Ｂ
29
の
出
現
時
期
を
見み

誤あ
や
ま

っ
て
い
た
の
だ
と
し
た
ら
、

こ
と
は
あ
ま
り
に
も
重
大
だ
―
そ
ん
な
非
難
の
言
葉
が
、

日
比
野
の
喉の

ど

元も
と

ま
で
こ
み
上
げ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

「
機
数
か
ら
見
て
、
来
襲
し
た
Ｂ
29
は
、
実
戦
に
お
け
る
運

用
試
験
を
目
的
と
し
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
量
産
機

で
は
な
く
、
増
加
試
作
機
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

　

航
空
甲
参
謀
内な

い

藤と
う

雄た
け
し

中
佐
が
言
っ
た
。

　

日
本
軍
も
、
新
鋭
機
を
正
式
配
備
す
る
前
に
、
増
加
試
作

機
に
よ
る
実
戦
テ
ス
ト
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

　

今
年
二
月
、
夜
間
戦
闘
機
の
極
光
が
出
撃
し
、
約
二
〇
機

の
Ｂ
17
を
撃
退
し
た
戦
い
は
、
そ
の
典て

ん

型け
い

だ
。

　

Ｂ
29
が
、
予
想
よ
り
三
ヶ
月
も
早
く
出
現
し
た
の
は
、
こ

れ
と
同
じ
で
は
な
い
か
、
と
内
藤
は
考
え
た
の
だ
ろ
う
。

　

千
田
も
、
内
藤
に
同
調
し
た
。

「
甲
参
謀
に
賛
成
で
す
。
Ｂ
29
は
、
米
軍
で
も
最
新
鋭
の

機
体
で
あ
る
以
上
、
慎し

ん

重ち
ょ
う
に
運
用
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

多
数
の
Ｂ
29
を
い
き
な
り
実
戦
に
投
入
す
る
よ
う
な
真ま

似ね

は

せ
ず
、
実
地
テ
ス
ト
に
よ
っ
て
デ
ー
タ
を
集
め
る
、
と
い
う

手
順
を
踏ふ

む
で
し
ょ
う
」

「
Ｂ
29
の
正
式
配
備
は
、
も
う
少
し
先
に
な
る
と
言
い
た
い

の
か
ね
？
」

　

日
比
野
の
口
調
に
は
、
懐か

い

疑ぎ

的て
き

な
響ひ

び

き
が
あ
っ
た
。

　

参
謀
長
や
甲
参
謀
が
、
自
ら
の
判
断
ミ
ス
を
取と

り
繕つ

く
ろお
う

と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
疑

う
た
が

っ
て
い
る
様
子
だ
。



18

「
お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
す
。
Ｂ
29
の
実
戦
部
隊
が
マ
リ
ア
ナ

に
展
開
し
始
め
る
の
は
、
当
初
想
定
さ
れ
た
通
り
、
八
月
以

降
と
考
え
ら
れ
ま
す
」

「
楽
観
は
で
き
ぬ
」

　

日
比
野
は
、
僅
か
に
顔
を
う
つ
む
け
た
。

　

幕
僚
を
糾

き
ゅ
う

問も
ん

す
る
よ
う
な
口
調
で
は
な
く
な
っ
て
い
た

が
、
顔
に
は
懊お

う

悩の
う

の
色
が
見
て
取
れ
た
。

　

現
実
に
Ｂ
29
が
前
線
に
出
現
し
た
以
上
、
日
本
本
土
が
空

襲
さ
れ
る
の
は
、
も
う
時
間
の
問
題
と
な
っ
た
、
と
考
え
て

い
る
様
子
だ
。

　

Ｂ
17
を
上
回
る
四
発
の
巨
人
機
が
、
帝て

い

都と

を
初
め
と
す
る

大
都
市
の
上
空
に
大た

い

挙き
ょ

出
現
し
、
爆
弾
の
雨
を
降
ら
せ
る
光

景
が
、
脳の

う

裏り

に
浮
か
ん
で
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
米
軍
の
立
場
で
考
え
た
場
合
、
現
時
点
で
は
、
仮
に
Ｂ
29

の
正
式
配
備
が
可
能
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島

へ
の
展
開
は
、
躊

ち
ゅ
う

躇ち
ょ

す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
」

　

作
戦
参
謀
の
山や

ま

本も
と

祐ゆ
う

二じ

中
佐
が
発
言
し
た
。

「
我
が
軍
は
、
昨
年
一
二
月
の
マ
リ
ア
ナ
沖
海
戦
で
受
け
た

打
撃
か
ら
立
ち
直
り
、
戦
力
を
回
復
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
小お

笠が
さ

原わ
ら

諸
島
の
我
が
軍
飛
行
場
は
健
在
で
あ
り
、
マ
リ

ア
ナ
諸
島
の
米
軍
飛
行
場
を
脅お

び
やか
す
こ
と
が
可
能
で
す
。
米

軍
が
こ
の
状
況
で
Ｂ
29
を
マ
リ
ア
ナ
に
展
開
さ
せ
れ
ば
、
我

が
軍
は
当
然
、
Ｂ
29
の
地
上
撃
破
を
狙ね

ら

い
ま
す
。
そ
れ
は
彼

ら
も
予
想
し
て
い
る
で
し
ょ
う
。
米
軍
が
、
貴
重
な
最
新
鋭

機
を
地
上
で
失
う
危
険
を
冒お

か

す
で
し
ょ
う
か
？
」

「
作
戦
参
謀
に
賛
成
し
ま
す
」

　

首
席
参
謀
の
高た

か

田だ

利と
し

種た
ね

大
佐
が
発
言
し
た
。

「
米
国
は
、
全
般
に
慎
重
な
作
戦
展
開
を
行
う
傾
向
が
あ
り

ま
す
。
彼
ら
の
性
格
上
、
Ｂ
29
の
前
線
配
備
は
、
マ
リ
ア
ナ

諸
島
の
安
全
を
確
保
し
て
か
ら
に
な
る
と
考
え
ま
す
」

「
米
軍
は
Ｂ
29
の
マ
リ
ア
ナ
配
備
に
先さ

き

立だ

ち
、
連Ｇ

Ｆ

合
艦
隊
主

力
の
壊か

い

滅め
つ

と
小
笠
原
諸
島
の
占せ

ん

領り
ょ
う
を
狙
っ
て
来
る
。
そ
れ

が
、
首
席
参
謀
と
作
戦
参
謀
の
主
張
か
？
」

　

日
比
野
の
問
い
に
、
山
本
が
答
え
た
。

「
は
い
。
付
け
加
え
て
申
し
上
げ
る
な
ら
、
小
笠
原
諸
島
は
、

必
ず
し
も
占
領
す
る
必
要
は
な
い
は
ず
で
す
。
飛
行
場
を
無
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力
化
す
れ
ば
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
は
安
全
に
な
り
ま
す
か
ら
」

「
開
戦
以
来
、
米
軍
は
多
数
の
Ｂ
17
を
前
線
に
配
備
し
て
来

た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
も
、
マ
リ
ア
ナ
で
も
、
我
が
軍
は
相
当

数
の
Ｂ
17
を
撃
墜
、
あ
る
い
は
地
上
撃
破
に
よ
っ
て
葬

ほ
う
む

っ

て
き
た
が
、
米
軍
は
す
ぐ
に
新あ

ら

手て

の
機
体
を
送
り
込
ん
で
き

た
。
Ｂ
29
に
つ
い
て
も
、
多
数
の
予
備
機
を
準
備
し
た
上
で
、

作
戦
に
臨の

ぞ

む
の
で
は
な
い
か
？
」

　

眉
を
ひ
そ
め
た
日
比
野
に
、
千
田
が
答
え
た
。

「
Ｂ
17
と
Ｂ
29
で
は
、
機
体
の
価
値
が
違
い
ま
す
。
軍
令
部

情
報
に
よ
れ
ば
、
Ｂ
29
は
数
々
の
新
技
術
を
用
い
た
画か

っ

期き

的

な
機
体
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
性
能
で
Ｂ
17
を
上
回
り
ま
す
が
、

そ
れ
だ
け
に
製
造
コ
ス
ト
も
、
Ｂ
17
と
は
段だ

ん

違ち
が

い
だ
と
の
こ

と
で
す
。
Ｂ
29
一
機
の
価
格
は
、
巡
洋
艦
一
隻
に
相
当
す
る

と
の
情
報
も
あ
り
ま
す
。
巨
大
な
国
力
を
誇ほ

こ

る
米
国
と
い
え

ど
も
、
そ
れ
ほ
ど
高
価
か
つ
高
性
能
な
機
体
の
運
用
に
は
、

細さ
い

心し
ん

の
注
意
を
払
う
で
し
ょ
う
」

「
本
当
だ
と
す
れ
ば
、
Ｂ
29
一
〇
〇
機
の
製
造
と
、
巡
洋
艦

一
〇
〇
隻
分
の
建
造
費
用
が
等
し
い
こ
と
に
な
る
な
」

　

日
比
野
は
首
を
傾か

し

げ
た
。

　

幾
ら
米
国
の
国
力
が
巨
大
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
そ
れ
は
大お

お

袈げ

裟さ

に
過
ぎ
る
、
と
言
い
た
げ
だ
っ
た
。

「
私
も
、
情
報
に
は
か
な
り
の
誇こ

張ち
ょ
う

が
あ
る
と
見
て
お
り

ま
す
。
で
す
が
、
Ｂ
29
が
ど
れ
ほ
ど
高
価
な
機
体
で
あ
っ
て

も
、
そ
れ
が
必
要
で
あ
れ
ば
、
米
国
は
必
ず
配
備
す
る
で
し

ょ
う
。
米
国
と
は
、
そ
う
い
う
国
で
す
」

　

千
田
の
答
に
、
幕
僚
た
ち
の
多
く
が
、
同
感
で
す
―
と

言
わ
ん
ば
か
り
に
頷う

な
ずい
た
。

　

開
戦
以
来
、
一
年
二
ヶ
月
。

　

こ
の
間
に
、
米
国
が
容
易
な
ら
ぬ
敵
で
あ
る
こ
と
を
、
誰

も
が
思
い
知
ら
さ
れ
て
い
た
の
だ
。

「
い
ず
れ
に
せ
よ
、
マ
リ
ア
ナ
は
何
と
し
て
も
奪
回
し
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
な
。
Ｂ
29
が
前
線
に
姿
を
現
し
た
以
上
、
本
土

空
襲
の
危
険
は
顕け

ん

在ざ
い

化か

し
て
い
る
」

「
長
官
の
お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
す
」

　

日
比
野
の
言
葉
に
、
千
田
は
同
調
し
た
。

　

現
在
、
連
合
艦
隊
は
、
急
ピ
ッ
チ
で
戦
力
の
再
編
を
進
め
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て
い
る
。

　

特
に
戦
力
の
中
核
と
な
る
空
母
は
、
在
来
の
「
加か

賀が

」
や

翔し
ょ
う

鶴か
く

型
空
母
に
加
え
、
重
装
甲
空
母
「
大た

い

鳳ほ
う

」、
戦
時
量
産

型
の
中
型
空
母
「
雲う

ん

龍り
ゅ
う
」
と
そ
の
姉
妹
艦
二
隻
が
戦
列
に

加
わ
っ
て
い
る
。

　

来
た
る
べ
き
決
戦
で
は
、
従
来
の
第
三
、
第
四
艦
隊
に
、

新
た
に
編
制
さ
れ
た
第
八
艦
隊
が
加
わ
り
、
正
規
空
母
と
小

型
空
母
を
合
わ
せ
て
、
一
七
隻
を
投
入
で
き
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
米
太
平
洋
艦
隊
は
、
四
月
の
硫
黄
島
沖
航

空
戦
で
大
き
な
打
撃
を
受
け
て
お
り
、
す
ぐ
に
動
け
る
状
態

に
は
な
い
。

　

マ
リ
ア
ナ
奪
回
の
好こ

う

機き

と
言
え
る
。

　

開
戦
直
後
に
サ
イ
パ
ン
、
テ
ニ
ア
ン
両
島
が
陥か

ん

落ら
く

し
て
以

来
、
日
本
は
長
く
喉
元
に
刃や

い
ばを
突
き
つ
け
ら
れ
た
よ
う
な
状

態
で
戦
っ
て
来
た
が
、
今
度
こ
そ
、
そ
の
状
態
に
終

し
ゅ
う

止し

符ふ

を
打
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

「
マ
リ
ア
ナ
奪
回
作
戦
は
、
い
つ
開
始
で
き
る
？
」

「
当
初
は
実
施
時
期
を
六
月
半な

か

ば
と
考
え
、
作
戦
案
を
検
討

し
て
来
ま
し
た
が
、
大
事
を
取
り
、
七
月
に
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
」

　

日
比
野
の
問
い
に
は
、
山
本
作
戦
参
謀
が
答
え
た
。

「
も
う
少
し
、
早
め
ら
れ
な
い
か
？
」

　

険け
わ

し
い
表
情
で
聞
い
た
日
比
野
に
、
内
藤
航
空
甲
参
謀
が

答
え
た
。

「
マ
リ
ア
ナ
沖
海
戦
で
消

し
ょ
う

耗も
う

し
た
艦
上
機
と
搭
乗
員
の
補

充
、
及
び
新
造
空
母
に
配
属
さ
れ
る
搭
乗
員
の
訓
練
が
、
六

月
末
ま
で
か
か
り
ま
す
。
マ
リ
ア
ナ
奪
回
の
重
要
性
を
考
慮

し
ま
す
と
、
準
備
が
不
充
分
な
ま
ま
で
作
戦
に
臨
む
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
」

「
入
念
な
準
備
が
必
要
な
こ
と
は
理
解
で
き
る
が
…
…
」

「
戦
争
に
お
い
て
は
、
兵
器
の
性
能
や
数
も
重
要
な
要
素
で

す
が
、
人
材
も
そ
れ
ら
に
劣お

と

ら
ず
、
い
や
そ
れ
ら
以
上
に
重

要
で
す
。
ど
れ
ほ
ど
高
性
能
な
機
体
で
あ
っ
て
も
、
搭
乗
員

が
い
な
け
れ
ば
飛
ば
せ
ま
せ
ん
し
、
技
量
未
熟
な
搭
乗
員
で

は
戦
果
が
上
が
り
ま
せ
ん
。
今
は
亡な

き
東
郷
長
官
（
東と
う

郷ご
う

平へ
い

八は
ち

郎ろ
う

元
帥
。
日
露
戦
争
時
の
連
合
艦
隊
司
令
長
官
）
は
、『
訓
練



★
ご
覧
い
た
だ
い
た
立
ち
読
み
用
書
籍
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ

形
式
で
、
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
続
き
は

書
店
に
て
お
求
め
の
上
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。




